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昭
和
十
九
（
一
九
四
四
）
年
十
一
月
下
旬
、
召
集
令
状

を
受
け
世
田
谷
区
に
あ
る
野
戦
重
砲
隊
に
仮
入
隊
し
、
四
、

五
日
後
ど
こ
へ
い
く
と
も
知
ら
さ
れ
ず
、
夜
渋
谷
駅
よ
り

軍
用
列
車
に
て
出
発
、
東
海
道
線
を
一
路
西
へ
向
か
い
ひ

た
走
っ
た
。
夜
が
明
け
名
古
屋
駅
で
お
茶
な
ど
接
待
を
受

け
、
な
お
も
列
車
は
走
り
続
け
、
到
着
し
た
所
は
門
司
港
、

こ
こ
で
下
車
。
バ
ラ
ッ
ク
建
て
の
兵
舎
で
出
港
を
待
っ
た
。 

当
初
の
予
定
よ
り
二
、
三
日
遅
れ
て
出
港
。
玄
界
灘
を

渡
り
、
上
陸
地
は
朝
鮮
半
島
の
釜
山
港
。
船
の
中
で
暦
は

師
走
に
変
わ
り
、
開
戦
三
年
目
十
二
月
八
日
に
な
っ
て
い

た
。
釜
山
か
ら
鉄
道
に
乗
り
込
み
満
州
の
牡
丹
江
を
目
指

し
て
の
出
発
で
し
た
。
現
地
で
配
属
さ
れ
た
所
は
満
州
第

七
五
八
九
部
隊
、
三
カ
月
の
教
育
期
間
中
、
無
線
通
信
の

基
礎
知
識
技
術
な
ど
を
叩
き
込
ま
れ
た
。
そ
の
後
、
配
属

が
変
わ
り
車
両
の
整
備
員
と
な
り
ま
し
た
。 

昭
和
二
十
年
八
月
九
日
、
異
様
な
ほ
ど
飛
行
機
音
が
響

き
渡
っ
た
。
牡
丹
江
の
町
が
ソ
連
の
空
軍
に
よ
り
爆
撃
さ

れ
た
と
の
情
報
が
届
い
た
。
私
達
は
車
に
ネ
ッ
ト
を
か
け
、

そ
の
上
に
草
や
木
を
か
ぶ
せ
敵
機
か
ら
の
目
を
逃
れ
よ
う

と
作
業
を
必
死
で
や
っ
た
。
私
達
は
無
線
部
隊
と
あ
っ
て
、

車
と
列
車
で
一
斉
に
移
動
を
開
始
し
た
の
は
そ
の
日
の
夜

で
あ
っ
た
。
朝
鮮
半
島
に
近
い
敦
化
町
で
合
流
、
飛
行
場

の
格
納
庫
で
数
日
を
過
ご
し
た
。
そ
し
て
八
月
十
五
日
終

戦
を
知
っ
た
の
は
こ
の
格
納
庫
の
中
、
五
球
の
ス
ー
パ
ー

ラ
ジ
オ
が
日
本
の
敗
戦
を
伝
え
て
い
た
。
そ
の
夜
ソ
連
兵

達
が
ジ
ー
プ
で
乗
り
付
け
周
辺
に
い
た
私
達
隊
員
が
集
め

ら
れ
た
。
そ
の
後
ソ
連
の
監
視
下
で
武
装
解
除
な
ど
で
テ

ン
ト
生
活
の
始
ま
り
だ
。
実
は
こ
の
テ
ン
ト
の
中
で
シ
ベ

リ
ア
行
の
順
番
の
来
る
の
を
待
た
さ
れ
て
い
た
訳
で
す
。

逃
げ
よ
う
と
し
て
も
逃
げ
ら
れ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。 

十
月
上
旬
、
目
的
地
東
京
城
に
向
か
っ
て
い
よ
い
よ
出

発
。
一
週
間
程
の
行
軍
で
約
二
百
五
十
キ
ロ
を
歩
か
さ
れ

た
。
夜
は
相
当
に
冷
え
込
ん
だ
。
薪
を
拾
い
集
め
火
を
焚

き
、
毛
布
を
二
人
一
組
に
な
っ
て
包
ま
れ
て
眠
っ
た
。
朝
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に
な
れ
ば
再
び
歩
き
出
す
、
そ
の
途
中
目
に
し
た
も
の
は

ま
さ
に
こ
の
世
の
地
獄
、
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
横
た
わ
っ
て

い
る
の
は
紛
れ
も
な
く
日
本
兵
の
敗
戦
の
悲
惨
な
姿
で
あ

っ
た
。
第
一
の
目
的
地
で
あ
る
東
京
城
に
到
着
、
列
車
に

乗
せ
ら
れ
た
。
「
海
だ
」
誰
か
が
叫
ぶ
。
だ
が
そ
こ
は
バ
イ

カ
ル
湖
、
列
車
は
駅
舎
な
ど
な
い
松
林
の
中
に
停
車
、
こ

こ
で
下
車
さ
せ
ら
れ
、
雪
の
あ
る
林
の
中
を
一
キ
ロ
程
歩

か
さ
れ
、
そ
の
日
か
ら
テ
ン
ト
で
の
生
活
が
始
ま
っ
た
。 

工
事
に
回
さ
れ
ま
し
た
。
松
の
木
を
伐
採
し
て
木
道
を

作
っ
た
り
、
盛
り
土
を
し
て
枕
木
を
敷
い
て
行
く
作
業
で

し
た
。
そ
の
後
作
業
が
変
わ
り
鉄
道
作
業
と
な
り
、
時
に

は
早
朝
、
夜
間
と
労
働
が
続
い
た
が
、
ソ
連
兵
に
時
計
を

取
上
げ
ら
れ
時
間
は
全
く
分
か
ら
な
い
。
今
は
何
時
な
の

だ
ろ
う
か
見
当
も
つ
か
な
か
っ
た
。
一
緒
に
働
い
て
い
た

仲
間
達
が
一
人
ま
た
一
人
と
死
ん
で
い
く
。
そ
れ
は
酷
寒

の
中
、
強
制
重
労
働
、
食
糧
不
足
に
よ
る
栄
養
失
調
の
た

め
で
あ
る
。
俺
が
死
ん
だ
ら
家
族
に
知
ら
せ
て
く
れ
と
住

所
の
書
か
れ
た
紙
片
を
託
さ
れ
た
。 

「
い
よ
い
よ
日
本
へ
帰
れ
る
ら
し
い
ぞ
」
そ
ん
な
噂
が

伝
わ
り
始
め
た
の
は
昭
和
二
十
三
年
、
す
で
に
終
戦
か
ら

三
年
が
経
っ
て
い
た
。
や
っ
と
帰
れ
る
、
私
は
心
の
中
で

つ
ぶ
や
い
た
。
確
か
に
日
本
へ
の
帰
還
は
す
で
に
始
ま
っ

て
い
た
が
、
そ
れ
は
全
員
が
一
斉
に
行
動
を
開
始
す
る
も

の
で
な
か
っ
た
。
そ
の
枠
は
狭
く
一
回
に
つ
き
二
、
三
人

班
長
を
中
心
に
帰
還
に
つ
い
て
の
協
議
が
あ
り
、
結
果
、

妻
や
子
供
の
い
る
人
達
か
ら
先
に
帰
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
私
は
二
十
三
歳
の
独
り
身
で
し

た
か
ら
、
ま
た
周
り
の
人
達
も
そ
う
し
た
意
見
で
妻
帯
者

を
優
先
的
に
送
り
出
し
ま
し
た
。
結
局
帰
っ
た
の
は
昭
和

二
十
四
年
、
私
達
の
地
区
で
は
最
後
の
最
後
で
し
た
。
収

容
所
を
出
る
前
収
容
所
の
周
り
に
有
刺
鉄
線
を
張
り
巡
ら

せ
後
に
し
た
。
入
れ
替
わ
る
よ
う
に
ソ
連
の
囚
人
が
入
っ

て
来
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
と
言
う
。 

八
月
上
旬
頃
収
容
所
を
後
に
、
私
達
が
労
働
さ
せ
ら
れ

完
成
し
た
鉄
道
で
貨
車
に
乗
せ
ら
れ
、
二
十
日
間
も
か
か

っ
て
ナ
ホ
ト
カ
港
に
到
着
、
迎
え
の
船
の
来
る
ま
で
数
日

間
待
ち
、
ナ
ホ
ト
カ
港
出
港
、
八
月
二
十
五
、
六
日
頃
だ

っ
た
。 
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遠
州
丸
に
乗
り
込
む
と
き
持
ち
込
み
許
可
さ
れ
た
の
は

雑
の
う
と
飯
ご
う
だ
け
、
あ
と
は
着
の
身
着
の
ま
ま
、
友

人
か
ら
託
さ
れ
た
住
所
な
ど
書
か
れ
た
紙
片
も
没
収
さ
れ

た
。 船

は
舞
鶴
港
に
接
岸
、
復
員
は
そ
の
年
の
九
月
二
日
。

抑
留
生
活
四
年
。
抑
留
中
、
作
業
開
始
前
に
大
隊
長
よ
り

の
訓
示
で
、
祖
国
日
本
に
帰
る
ま
で
は
シ
ベ
リ
ア
の
松
の

肥
や
し
と
な
っ
て
は
な
ら
ぬ
と
い
う
言
葉
が
今
も
脳
裏
か

ら
離
れ
な
い
。 

戦
後
五
十
数
年
が
過
ぎ
た
今
日
、
酷
寒
、
異
国
の
地
で

今
な
お
祖
国
に
帰
れ
ず
眠
っ
て
い
る
多
く
の
友
人
の
ご
冥

福
を
御
祈
り
致
し
、
私
の
シ
ベ
リ
ア
抑
留
記
を
終
わ
り
ま

す
。 

 

私
の
生
き
た
大
正 

昭
和 

平
成 

七
十
九
年 

富
山
県 

 

山 

本 

祥 

作 
 

 

 

私
は
大
正
十
四
（
一
九
二
五
）
年
五
月
七
日
生
ま
れ
で
、

農
家
で
は
忙
し
い
月
で
あ
っ
た
。 

春
か
ら
秋
夏
冬
と
大
へ
ん
忙
し
い
地
方
で
あ
る
富
山
県

高
岡
市
（
旧
射
水
郡
佐
野
村
）
西
佐
野
で
、
父
「
佐
七
郎
」

母
「
ち
よ
」
の
四
男
と
し
て
生
ま
れ
た
。
八
人
の
兄
弟
で
、

私
は
七
歳
に
し
て
昭
和
六
（
一
九
三
一
）
年
三
月
母
親
は

亡
く
な
っ
た
。
昭
和
七
年
小
学
校
入
学
し
て
昭
和
十
五
年

高
等
科
二
年
の
卒
業
が
間
近
に
な
っ
た
あ
る
夜
、
暗
い
裸

球
の
と
も
る
囲
炉
裏
の
端
で
、
家
族
そ
ろ
っ
て
夕
ご
飯
を

食
べ
終
わ
る
と
、
父
（
生
産
組
合
長
）
が
、
皆
に
相
談
が

あ
る
と
話
を
始
め
た
。
い
ま
日
本
の
重
要
な
国
策
の
一
つ

に
満
州
の
建
国
が
あ
り
、
こ
の
大
陸
の
新
天
地
で
活
躍
す

る
満
蒙
開
拓
青
少
年
義
勇
軍
を
募
集
さ
れ
て
い
る
。
家
で

は
六
人
の
男
の
子
が
い
る
、「
一
人
で
も
」
義
勇
軍
に
行
き

国
策
に
と
の
話
で
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
頃
は
、
学
校
で
は
、




